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1. ［自己紹介］
2. ［はじめに］
活動人口がどんどん増える自治をやっています
見方を変える“自治会長”実践

3. ［基本的な考え方］
コロナを経て気付いた「小さなコミュニティの複合化の可能性」
持ち寄り晩ごはん会で生まれる地域のカタチ
パパ友飲み会で生まれた「持ちより花火大会」
パパ友飲み会で反省して生まれたまかない中学生食堂
小さなコミュニティのつなぎ役「リンクワーカー」としての地域組織の誕生

4. ［地域内にパートナーを持つ可能性］半径５００ｍの公的賃貸住宅再生
地域の居場所→住民の居場所を地域の得意で作る
居場所→共感→クラウドファンディングのつまづき
私の得意×求められること×やりたいことは社会的孤立も防ぐ
小さなコミュニティが団地に変化を生み出した
中間支援と会議体の可能性

5. ［まとめ］
小規模で複合的なコミュニティで活動人口が増えるしかけとは？
地域の基本的な構造 頑張れば頑張るほど「やる気を失う」冷気循環
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⾃⼰紹介 普段何をしている⼈か︖

泉北ニュータウン在住
１０００世帯の
団地の自治会長 まちづくりの専門家

１９８２年河内長野育ち。４
２歳双子座・O型、動物占いは
ライオン。もうすぐ１２歳の
水泳選手コースの娘と、天才
的なコミュニティコーディ
ネーターの妻と３人暮らし。
今は、活性化に仕事で関わる
泉北ニュータウンに住みなが
ら、寝ても覚めてもニュータ
ウン

防災士。２年間PTA会長を務め
たあと、１０００世帯の団地
の自治会の副会長１年、自治
会長２年目。小学校区では副
会長をつとめ、茶山台防災会
議で議長を勤めている。

１５歳に河内長野で青少年リー
ダー会という青少年の健全育成活
動、自然体験学習のリーダーをは
じめたことをきっかけに、高校２
年生にはマーケットイベントを担
当し、それ以後まちづくり分野に
関わって２７年目。今では南大阪
のまちづくりやNPO・自治会支援
の専門家としてカツそうしている。
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丘の上の惣菜屋さんやまわけキッチン
大阪府住宅供給公社

▼
大阪府住宅供給公社の団地再編プロ
ジェクトのモデル地区。茶山台団地に
おける暮らしやすいさを高めるため、
集会所を使った居場所づくりや惣菜屋
さんを住民と起業し運営している

いずみがおか広場つながるDays
南海電鉄株式会社泉北事業部

▼
乗降客数約５万人の泉ヶ丘駅前を中
心とする事業者・市民によるエリア
マネジメント組織の準備にむけた
マーケットイベントを協働している

団地５０％以上のエリアの
住民主体のエリアマネジメント

企業と市民の
エリアマネジメント

コミュニティ財団
×

まちの家事室
▼

寄付を財源に資金的支援を行い
うだけでなく、
地域連携の協議体

を立ち上げ地域課題をコーディ
ネーションする機関と施設を運

営している。

学校と地域による
エリアマネジメント

参加と参画をつなげるコーディネーター
コミュニティ単位のエリアマネジメントをコーディネーションすることに主眼を置いて伴⾛者・コンサルタントに徹している。事業で意識してい
るのは、コミュニティ成⻑の装置（Community Development Corporation）としての視点。住⺠や企業、社会的な課題解決に取り組む主体が
⻑期的なビジョンを共有し、コレクティブインパクトの実現をめざしたコーディネーターを努めている。

自己紹介

中間
支援

企業
協働

プレ
イヤー

得意技を持つ市民
×

エリアマネジメント
▼

食を通じて新しいコミュティを
泉ヶ丘駅前に生み出すために、
南海電鉄さんとNPOにて、泉北
ニュータウンの魅力を発信する

食堂を運営している。

電鉄会社と市民の
食のコーディネート

市民
参加

4



活動⼈⼝ってなに︖
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交流人口 関係人口 定住人口

まちに住む住民
まちに関心を持つ

域外の市民
協力する仲間

活動人口

楽しい！
またやってみたい！
内発的動機から参加する
※くじ引きでは見つからない



イベントをしたら
普段は⼈通りの少ない団地に

多世代の住⺠がたくさん集まります



そんな公的賃貸住宅（団地）が
最初からうまくいっていたのか︖

そんなことありません
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茶山台団地ってこんなところ

l⼤阪府住宅供給公社

l棟数・総⼾数 28棟・906⼾

l⼊居開始 1971年4年
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自治会は！？

＜現状＞

＊年に1回役員は輪番制

→⾃治会運営のノウハウは蓄積されない。

＊抽選で決める。

→⾃治会⻑も抽選で決まる。

階段長

棟長 → 28棟＝28人が役員に。
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発想と⾒⽅を変えて ご近所でできることをはじめてみた

役員の担い手不足 絶えないトラブル
子ども会の解散

高齢化による運営の困難

小さな取組みから
顔の見える関係に

担い手を子どもに
ニーズにあった事業に 行事を組み合わせる

子どもも役員的な企画に関わる
現役世代でもできることを細切れにして
協力を仰いでいく

空き団地になっている１６棟でのマーケッ
トイベントを通じて、取り組みを一斉に共
有できる場に

防災訓練＝めんどくさいもの・・・
子ども会の活動＝役員には負担・・・
防災訓練×子ども会行事に！！
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役員担⼿不⾜ 担いたくなる⾃治会の雰囲気に
まずはみんなが集まって顔の⾒える関係に
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１棟丸ごと空いている１６号棟

ふだん人通りの少ない１６号棟にて１日だけの茶山の丘の小さな文化祭としてマルシェを開催



担い⼿不⾜ 会⻑になる前からやっていた
⼦ども中⼼の⼦どものための⼦ども会

①企画会議から子どもが行う
②事業はJrリーダーという主体的参加の子どもで
運営

③保護者や大人は子どもが出来ないことを「補完
する」

効果
①役員とか無理だけど得意技を持っている
子育て世代の可視化

②スーパーのパートさんだけど実は
コーディネートできる人
明るい雰囲気を作れる
１万人のSNSフォロワーを抱える人が参加
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⼦ども担い⼿ ⼦ども会活動をJrリーダー事業に
Jrリーダー事業の様⼦→形式に拘らない

チェックインはしっとりスタート
→心の距離と物理的な距離が物語る

次第とか役職関係なく受け止める
「やってみたい」ことが形になると
少しづつ前のめりになる 14



⾏事の組合せ 滞っている事業を組み合わせて事業部の再編

自主防災組織がコロナで停滞→高齢化の加速→代表なくなる
×

Jrリーダーがやりたいことが膨らんでくるけど「遊びに寄りガチ」
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ハロウインイベント→独居⾼齢者と避難＆備品のチェック

炊き出しとして発電機を使ってカップラーメンを食
べる会を開催する。

防災会以外の人は誰も触っことがない装置ばかり
「今日が災害じゃなくてよかったね」
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ハロウインイベント→独居⾼齢者と避難＆備品のチェック

17



基本的な考え⽅

もう少し具体的な事例で考えます
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コロナを経て気付いた「⼩さなコミュニティの複合化の可能性」

がんばりたくてもがんばれなくなった地域（茶山台）で
地域の声をもとに生まれた
小さくて、多機能型のコミュニティがカギ

動けない実情 住⺠の声から コミュニティ複合化 新しい仲間の増加

地域のニーズ（満足度
と重要度の差）
→一番利用してほしい
当事者像を明確に

居場所づくり
→参加と協力の機会提供

新しい関わりの機会増加
→参加する仲間が増える



では・・・こういう
メンバーが増えるには︖

どんなことをしてきたのか︖



21

持ち寄り晩ごはん会で⽣まれる地域のカタチ

家で食べるご飯をみんなでもちよる持ち寄り型の晩ごはん会
「オトナカイギ」
多世代が集まります

会議だと堅苦しい
ちょっとした暮らしの困りごとや
地域でこんなのあったらいいねー

が自然に話せる仕組みが
まちの新しいエネルギー源に

◆生まれたプロジェクト
① 惣菜屋さんPJ
② DIYのいえ
③ 新子ども会
④ パパ友飲み会

いつもの晩御飯＋ ⼀緒にたべる= ごちそう
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パパ友飲み会で⽣まれた「持ちより花⽕⼤会」

主にパパ友が集まって行うただの飲み会

パパ友飲み会が生み出した
２００人の持ち寄り花火大会

台風２１号のとき、ご近所との誰とも連絡を取り合
えなかったパパたち・・・
いざというときに役にも立てない、子どものお友達
にも連絡取れないことに危機感を持ったパパたち。
「DaddysBar」と称して持ち寄り晩ごはん飲み会を
開催。

「夏祭りが今年も中止。浴衣が着れないって子ども
が嘆いていた。」
校庭の使い方になれている野球監督、マイクやイベ
ント備品を持っている大学の先生、PTAの役員をし
ているなどなど、、、得意を重ねるとできそう。

でも準備には時間を賭けられないから、持ち寄り手
持ち花火で花火大会を開催。
小学校児童数２００名の学校に２７０名の参加。
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パパ友飲み会で反省して⽣まれたまかない中学⽣⾷堂

主にパパ友が集まって行うただの飲み会で
ところで◯◯くん「不登校なんだって・・・」の一言から
うまれたお父さんのまかないご飯型子ども食堂



⼩さなコミュニティのつなぎ役「リンクワーカー」
としての地域組織の誕⽣
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住民さんの相談に乗る
ボランティア「ちゃやまの人」が
住民さんの健康相談からよもやま話
までヒアリングしてカルテで見守る
仕組みを「住民主体」の
NPO法人団地ライフラボat茶山台
がスタート



1 年目：空室を活用した「まちの保健室」設置イメージ図

やまわけキッチン新設「まちの保健室」

対話の場・健康チェック

個別相談スペース
（相談ない時）リラックススペース お茶スペース

ちょっとしたドリンク
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1 年目：空室を活用した「まちの保健室」設置イメージ図

やまわけキッチン新設「まちの保健室」

対話の場・健康チェック

個別相談スペース
（相談ない時）リラックススペース お茶スペース

ちょっとしたドリンク

新設 茶山台ほけんしつ 既設 丘の上の惣菜屋さん
やまわけキッチン

２０２３年１０月～  「茶山台ほけんしつ」スタート
住⺠発のNPOが茶⼭台団地スマートエイジング拠点パートナーに！
スマートエイジングを⽬指し、地域の⽅の健康を⽀援します
⼤阪府住宅供給公社と様々な事業者が連携する団地内の保健室
帝塚⼭学院⼤学・社会医療法⼈⽣⻑会・グランドオーク百寿
特定⾮営利活動法⼈団地ライフラボat茶⼭台の４者協働
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0円マーケット「まだ使えるのに捨てるのはもったいない」

目的

旧住民と新住民や、世代が違う
人同士が出会う場をつくる

収納に限界＋⼈⽣を重ねると価値も変化 = シェア
27



地域メディアを住⺠さんの得意で作成→みんなでポスティング
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地域内にパートナーを持つ可能性

半径５００ｍの公的賃貸住宅再⽣

⽇本⼀多様な幸せが実現する
茶⼭台団地事業

２０１７年度〜 NPO法人SEINが大阪府住宅供給公社から茶山台としょかん業務受託
２０１８年１１月〜 住民さんと丘の上の惣菜屋さんやまわけキッチン自主事業として開始
２０１９年２月〜 大阪府住宅供給公社とカザールホームと連携しDIY工房～『DIYのいえ』開始
２０２３年１０月〜 大阪府住宅供給公社とNPO法人団地ライフラボat茶山台が連携する

団地内の保健室 「茶山台ほけんしつ」



30
地域の居場所→住民の居場所を地域の得意で作る

▶子どもたちのカップラーメンばかり食べているという声 30



つまづきケース① 居場所→共感→クラウドファンディングのつまづき

原因 解決策 目標

プロジェクトを進めるにあたって原因や問題構造を理解していれば解決できると理解していた

■当初理解していたプロセス

• 日常のちょっとした買
い物や生活支援の
ニーズ高まる

• 既存の活動やコミュニ
ティではフォローでき
ない孤立の問題

• 持ち寄り晩ごはん会
「通称 オトナカイギ」
の開催

• 全住民アンケートでの
困りごとの見える化

• クラウドファンディング
の実施

• 空室活用
• 惣菜屋さんをコミュニ
ティビジネス実施

クラウドファンディング
失敗

不足分を住民
参加DIYで実施
作業日
のべ24日

参加者
のべ181人

寄付の前にやるべきことの見落とし
1. 住民の顔は見えていた
2. 体験は共有した、活躍の器を提供できなかった
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自治会意義の地域住民が参画して惣菜屋DIY

▶はじまる前から、はじまっていた惣菜屋さん 32



振り返ってみた 私の得意×求められること×やりたいことは
社会的孤⽴も防いでいた

「DIYでみんなで作る！」

DIYで居場所をみ
んなで作って、そ
こに得意な技を持
つ仲間が出会い
ました。

今ではDIY工房を
持ち、生活支援も
実施。

で得た小さなコミュニティ作戦
※弱者の戦略の実践

取り組みの裏側にある
一人ひとりの物語があり

社会的孤立に陥る危機を防いできた
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発想を切り替えた途端、⼩さなコミュニティが団地に変化を⽣み出した
パパ友飲み会が生み出した
２００人の持ち寄り花火大会

みんなでシルバニアしたい！の
声から生まれたティーパーティー

台風２１号のとき、ご近所との誰とも連絡を取り合
えなかったパパたち・・・
いざというときに役にも立てない、子どものお友達
にも連絡取れないことに危機感を持ったパパたち。
「DaddysBar」と称して持ち寄り晩ごはん飲み会を
開催。

「夏祭りが今年も中止。浴衣が着れないって子ども
が嘆いていた。」
校庭の使い方になれている野球監督、マイクやイベ
ント備品を持っている大学の先生、PTAの役員をし
ているなどなど、、、得意を重ねるとできそう。

でも準備には時間を賭けられないから、持ち寄り手
持ち花火で花火大会を開催。
小学校児童数２００名の学校に２７０名の参加。

誰かの困ったは、知らない誰かの困りごと
実行委員会形式でつぶやきを拾う
小さなコミュニティの重なりに舵を切り、実行委員会
形式で多様なメンバーで構成する居場所運営を実施。

あるとき、「お家のシルバニアで一人で遊んでも楽し
くない。みんなで遊べないかな」という１年生の児童。

会議で話し合い、シルバニアファミリーの寄付を呼び
かけると、引退したおもちゃが５セット集まる。

さらに、「ドレスアップして遊べないかな」という声
から、シルバニア＆ドレスアップティーパーティーを
開催。
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多様なコーディネーターによる実⾏委員会形式に
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ゼロ円マーケットに多世代の商品が集まる

総延長180.1mのプラレール

６つのシルバニアファミリー

世代で語り継がれる絵本
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住⺠ひとり⼀⼈の「得意なこと」を持ち寄るコミュニティへと変化

１
意味を共有する

２
対話を促す

３
動機づける

４
学習する

５
循環をつくる

気
"
#
前

気
"
%
&
後

コミュニティを中心に寄せる

居場所

情報誌

オトナカイギ

寄
付
#
本
棚

土
曜
日
#
移
動
販
売

居場所

違和感でアンケート

アンケート

住民の声
集めてみた
＋

●●得意な
人情報を集める

食の
コミュニティ

声を共有して新しい事業を

クラファン失敗
不足分を住民
参加DIYで実施
作業日
のべ24日

参加者
のべ181人

高め合う住民コミュニティに

多様なコミュニティを生む ネットワークの連携 一人の声を見逃さない 私の声って伝えて良いんだ

復活子ども会

としょかん

実行委員会

DIYのいえ

DaddysBar

状況に

応じて
コミュニティ
が連携
する

茶交会

ちゃやミーツ

ちゃやま

会議

みんなでプラレール

歴史小説まわし読み

友達とシルバニア

夏休みの宿題一人で
できない

実行委員会形式で定期的に声を集め
て、小さなコミュニティをサポートする

こんな事した

いな

諦めかけた

とりあえず伝

える

できるチーム

を探す

とりあえず
やってみる

誰かの声を人物図鑑でつないでいく
コーディネーターの増加
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発想を切り替えた途端、⼩さなコミュニティが団地に変化を⽣み出した
パパ友飲み会が生み出した
２００人の持ち寄り花火大会

みんなでシルバニアしたい！の
声から生まれたティーパーティー

台風２１号のとき、ご近所との誰とも連絡を取り合
えなかったパパたち・・・
いざというときに役にも立てない、子どものお友達
にも連絡取れないことに危機感を持ったパパたち。
「DaddysBar」と称して持ち寄り晩ごはん飲み会を
開催。

「夏祭りが今年も中止。浴衣が着れないって子ども
が嘆いていた。」
校庭の使い方になれている野球監督、マイクやイベ
ント備品を持っている大学の先生、PTAの役員をし
ているなどなど、、、得意を重ねるとできそう。

でも準備には時間を賭けられないから、持ち寄り手
持ち花火で花火大会を開催。
小学校児童数２００名の学校に２７０名の参加。

誰かの困ったは、知らない誰かの困りごと
実行委員会形式でつぶやきを拾う
小さなコミュニティの重なりに舵を切り、実行委員会
形式で多様なメンバーで構成する居場所運営を実施。

あるとき、「お家のシルバニアで一人で遊んでも楽し
くない。みんなで遊べないかな」という１年生の児童。

会議で話し合い、シルバニアファミリーの寄付を呼び
かけると、引退したおもちゃが５セット集まる。

さらに、「ドレスアップして遊べないかな」という声
から、シルバニア＆ドレスアップティーパーティーを
開催。
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1 年目：空室を活用した「まちの保健室」設置イメージ図

やまわけキッチン新設「まちの保健室」

対話の場・健康チェック

個別相談スペース
（相談ない時）リラックススペース お茶スペース

ちょっとしたドリンク

新設 茶山台ほけんしつ 既設 丘の上の惣菜屋さん
やまわけキッチン

２０２３年１０月～  「茶山台ほけんしつ」スタート
住⺠発のNPOが茶⼭台団地スマートエイジング拠点パートナーに！
スマートエイジングを⽬指し、地域の⽅の健康を⽀援します
⼤阪府住宅供給公社と様々な事業者が連携する団地内の保健室
帝塚⼭学院⼤学・社会医療法⼈⽣⻑会・グランドオーク百寿
特定⾮営利活動法⼈団地ライフラボat茶⼭台の４者協働
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1 年目：空室を活用した「まちの保健室」設置イメージ図

やまわけキッチン新設「まちの保健室」

対話の場・健康チェック

個別相談スペース
（相談ない時）リラックススペース お茶スペース

ちょっとしたドリンク
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中間支援と会議体の可能性
理想の団地像を⽣み出すためのアウトカムを
公社と各団体が参画する協議体が２０２４年スタート

セオリーオブチェンジ
2024/03/04 ver04

茶山台構想
～（仮）自立をテーマとした団地再生短期評価指標～

中長期アウトカム

① 地 域 コ
ミュニティ
が主体的に
活動や取り
組みをする
ためのハー
ド整備や既
存施設の活
用

①地域コミュ
ニティが主導
し、活動を企
画・実施でき
る

③地域コミュ
ニティが団地
資源を活用し
事業を進めて
いる

アウトカム１ アウトカム１

③-1社会的孤立が解消する

アウトカム

アウトカム
④社会的課題が
解決する
（地域福祉の推進）

アウトカム
⑥住み慣れた地域で
いつまでも健康で
安全・快適に
暮らし続けられる

アウトカム
②居住意向が高まる
・入居者の定着化（住み続けたい）
・入居者の誘引（住んでみたい）

③-3地域力が醸成される

アウトカム

③-2健康寿命が延伸する

アウトカム

短期アウトカム

②各運営事業
者の協働体制
（ネットワー
ク）ができて
いる

④住民の活
動・参画・
つながりの場
ができている

⑤困りごとの
助け合い
ネットワーク
ができている

アウトカム２アウトカム２アウトカム２
④住民の活
動・参画・
つながりの場
ができている

アウトカム３

⑥健康意識が
高まる

アウトカム３

⑦高齢者の活
躍の機会が増
える

アウトカム３
⑧多世代の交
流の機会が増
える

アウトカム３
⑨近所の知り
合い・つきあ
いが増える

アウトカム３

⑩困りごとが
相談できる
機会が増える

アウトカム３

⑪団地の認知
度が高まる

アウトカム４

短期アウトカム
⑤団地に満足する
・福祉・健康・子育て環境

②茶山台と
しょかんの
継続

③キッチン
カーや惣菜
販売するア
ウトリーチ

アウトプット１①

④自治を支
える地域資
源活用ルー
ルの設定と
活用

⑤茶山台で
生まれてい
る住民自治
の「自立」
を見据えた
サポート

⑥コミュニ
ティビジネ
スモデルを
支える自治
会の中間支
援強化

仕組み

⑦自立した
運営体制に
向けた仕組
み構築の支
援策につい
ての提案

⑧新しい集
会所の住民
主体の自治
モデル構築

⑨自治を支
える地域資
源活用ルー
ルの設定

⑩災害への
備え

施設・環境

⑪7棟集会
所の管理運
営や活用・
活動場所

⑫孤立を生
み出さない、
地域の声・
困り事をみ
んなのアイ
デアで解決
する関係づ
くりの機会
がある

⑬ ボ ラ ン
ティアの得
意なこと、
有償化によ
る 責 任 を
もった支え
合い活動の
強化

⑭支援が必
要な方の早
期発見がで
きる

担い⼿
参加の
仕組み

⑯利用者か
らのプレイ
ヤー発掘

⑱ 住 民 コ
ミュニティ
ナース（見
守りの目）
が増える

⑳マルシェ
などの継続
開催

21移動販売
の拡大

22花壇、菜
園の整備

機会提供

23まちかど
保健室（帝
塚山学院大
学）の実施

24まちかど
保健室（社
会医療法人
生長会）

25茶山台ほ
けんしつ

事業の実施

26団地内集
会所を活用
した交流拠
点「茶山台
と し ょ か
ん」の運営

27DIY のい
えの運営

28新たなモ
ビリティに
よる団地住
民の移動支
援

29高齢世帯
に場

30子育て世
帯に交流の
場がある

新しいコミュニティ事業

団地の認知度が⾼まる

31団地内資
源の可視化
ルート表示

32茶山台団
地の広報活
動

33外部のプ
レイヤーと
の繋がりや、
発掘に繋が
る

34住民間の
コ ミ ュ ニ
ケーション
づくり

アウトプット１②アウトプット１③

アウトプット１④アウトプット１⑤

アウトプット１⑥アウトプット１⑦

アウトプット１⑧アウトプット１⑨

アウトプット１⑩アウトプット１⑪

アウトプット2⑯ アウトプット２⑱

アウトプット３⑳アウトプット３㉑

アウトプット３２２

アウトプット３２６アウトプット３２３

アウトプット３２１

アウトプット３２５

アウトプット３２７ アウトプット３２８アウトプット３２９アウトプット３３０

アウトプット３３１ アウトプット３３２

アウトプット３３３ アウトプット３３４

財源資源

アウトプット１⑫アウトプット１⑬ アウトプット１⑭

みんなのアイデアで
解決する関係づくり

短期プット

アウトカム
①満足度が向上する

⑮多様な担
い手の関わ
りが生まれ
ている

⑰「社会的
孤立状態」
にある人の
コ ミ ュ ニ
ティ参加の
仕組みが整
う

⑲食を通し
た、住民さ
んの日常の
暮らしの見
守り

アウトプット２⑮ アウトプット２⑰ アウトプット２⑲

（１）プラットフォームの構築 （２）地域主体の環境
 取り組みの実施

（３）ちゃやま会議参加団体の事業 （４）広報活動

出典 茶山台構想会議説明資料
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新しい⾃治モデル 役割と権限を有する⾃治

42

シェアカフェ
＆
たこ焼き部
ができる
新しいコミュニティ拠点



⼩規模で複合的なコミュニティ
で活動⼈⼝が増えるしかけとは︖
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⼩規模で複合的なコミュニティで活動⼈⼝が増えるしかけとは︖

多様場所ができると多様な声が集積 地域無いネットワークの連携 一人の声を見逃さない 私の声って伝えて良いんだ

復活子ども会

としょかん

実行委員会

やまわけキッ
チン

DaddysBar

状況に

応じて
コミュニティ
が連携
する

茶交会

ちゃやミーツ

ちゃやま

会議

みんなでプラレール

歴史小説まわし読み

友達とシルバニア

夏休みの宿題一人で
できない

実行委員会形式で定期的に声を集め
て、小さなコミュニティをサポートする

こんな事した
いな

諦めかけた

とりあえず伝

える

できるチーム

を探す

とりあえず

やってみる

誰かの声を人物図鑑でつないでいく
コーディネーターの増加

場所ができる
||

声が集まる

声が集まる
と

ほっとけない︕

ほっとけない︕
から
声が

地域の問いになる

声が
地域の問いになる

から
あきらめない︕



その取組は関⼼を持つ⼈を増やすのか、関与度をアップにつなげるのか 45

関心強化のアプローチ 関与強化のアプローチ

交流人口とは
その地域に訪れる（交流する）人のこと。その
地域に住んでいる人、つまり「定住人口」（又
は居住者・居住人口）に対する概念である。
その地域を訪れる目的としては、特に内容を
問わない

関係人口とは
関係人口とは、言葉のとおり地域に関わって
くれる人口のこと。自分でお気に入りの地域
に週末ごとに通ってくれたり、頻繁に通わなく
ても何らかの形で、その地域を応援してくれ
るような人たち

関心・関与を両方向上
させるのは難しい。
だからプラットフォーム
は常に必要

共通点 自分のコミュニティの「外」から、小さなプロジェクトで強化される

参加と参画のきっかけをどれだけ作れるか

行ってみたい！見てみたい！
体験してみたい！

協力したい！できることで貢献したい
できることを持ち込みたい！



②地域の暮らしを⽀える「共助」機能の低下だからこそ
体験的に地域活動を学ぶ 

頑張るほど冷めてしまう冷気循環
主体的な参加
増加

活動の意味が
共有されない

対話促進

内発的な

動機づけ

二度とやらない

無関心層

増加

一年我慢

情報が

断片的

活動の
意味

体験的に

共有
共有無し

当番制で指名
しなくちゃ

いけない

仕方なく

関わらない

暖気循環 冷気循環

本来の自治会活動の目的 行政との協働・または補助金助成金

①災害時にお互いさんで支えあえる関係
防犯・交通などの地域の安全

防犯灯・カー日ミラーなど設置・管理
防災マップ・災害支援物資の備え

②環境美化（ゴミ収集の管理や清掃、公園美化）
ごみ収集所の管理
共有地としての公園管理

③文化・レクレーション活動 ご近所付き合い 地域活動補助金／会館補助

④子ども会・老人会を含む見守り型福祉活動 敬老の日の記念品／校区福祉委員会支援

⑤代弁機能→市への陳情・意見取りまとめ 広報物等の配布／回覧・ポスター資料配布

⑥役員会・総会などの開催 民生・児童委員の推薦

互助活動
＋α
公的補助金
の負担
＝労働化

地域活動が
継続してきた
意味
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巻き込み⽅のコツ

自治会事業に組み込まない（自治会予算に巻き込まない）
楽しかったら勝手にやりだす
やりだすのをまつ

主体的に動く人は

新しいアプローチ
で自らの「希望」
を持っている

一般的には
現状維持に戻したくなる

担い手
不足

明るい未来

しんどい現状

現状維持

そのためには
一緒に
夢を持てる場から



交流⼈⼝の増加と共に⼊居率が上昇

482024

93%

NPO法人SEIN 合流

防災訓練×ハロウィン
子ども会

全住民アンケート実施

団地型
コミュニティナース

団地型コミュニティビジネス
やまわけキッチン

コロナ禍２０２０年〜
住民主体の
多様な取組みが加速



神⼾市の現在地点から
泉北ニュータウンを⾒て欲しい
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千里ニュータウン

泉北ニュータウン

千里ニュータウン
・1962年まちびらき
 ・国土軸に面し、新大阪駅や

 都心部へのアクセスが良い
 ・新規機能のスクラップ＆ビルド

 が進んでいる

泉北ニュータウン
・1967年まちびらき
 ・千里ニュータウンと比較すると、

ポテンシャルが低い

既存ストックのリノベーションを推進

大阪におけるニュータウン



人 口：127,257人（南区：149,385人）
世帯数：  5７,841世帯（南区：66,277世
帯）

（平成28年 3月末住民基本台帳）
高齢化率 ３３．２％（後期高齢者＋

・宮山台

・竹城台

・茶山台
・若松台

・槇塚台

・桃山台

・原山台

・庭代台

・御池台

・赤坂台

・新檜尾台

・鴨谷台

・城山台

・晴美台
・高倉台

・三原台

光明池地区

栂地区

泉ヶ丘地区

＊大阪都心まで約25㎞
南海本線・高野線 難波駅まで約30分

         関西空港駅まで約60分

関西国際空港

難波駅

事業主体 大阪府企業局

事業期間 昭和40年12月～昭和58年3月

入居開始 昭和42年12月

開発面積 約1,557ha（堺市:1,511ha）

地区、住区 3地区、16住区

計画戸数 約54,000戸（堺市:53,500戸）

計画人口 約18万人

千里ニュータウンと並ぶ大阪府内最大のニュータウン 



洛西ニュータウン
泉北ニュータウン多摩ニュータウン

明⽯市

伊奈
埼玉県
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ご清聴ありがとうございました︕
寄付で現在進⾏形の⾃⾛型⾃治モデル

を寄付で応援しませんか︖
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視察大歓迎！！！

講座付き視察
■メニュー
●公益財団法⼈泉北のまちと暮らしを
考える財団が⽣まれるきっかけや活動
内容
●泉北ラボが⽣まれるきっかけや活動
内容
●コミュニティフリッジの仕組みや⽣
まれる背景や展望
などについて 代表理事 宝楽陸寛
がご案内いたします。




